Research on the Female Labor in Japanese Companies in China by 濱田, 英次
 
 
氏     名   濱田 英次 
学 位 の 種 類    博士（創造都市） 
学 位 記 番 号    第 6039号 
学位授与年月日   平成 26年 3月 24日 
学位授与の要件   学位規則第４条第１項該当者 
学 位 論 文 名    在中日系企業における女子労働に関する研究 
         （Research on the Female Labor in Japanese Companies in China ） 
論文審査委員    主 査 教 授 李 捷生      副 査 教  授 有賀 敏之            
          副 査 教 授 小長谷 一之    副 査 名誉教授 森澤 恵子 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は事例分析に基づいて、在中日系企業における女子労働の変容過程をたどりながら、企業内
コア従業員として育成される女子熟練労働者の特質と存在意義を熟練形成と雇用条件の両側面から
実証的に論じるものである。序章では本研究の動機について、アジアの女子労働研究において主流と
なった「縁辺的労働」論と「ジェンダー」論が女子不熟練労働者の存在形態を解明する上で重要な視
角となっているが、女子熟練労働者を分析する視角として適切ではないことが述べられる。女子労働
者をコア人材として採用する日系企業が増えるなか、この領域における理論的分析装置を構築し実態
を解明する必要性が論じられる。 
第Ⅰ章では、在中日系企業の女子労働を分析する研究視角を明らかにするために、「縁辺的労働」
論や「ジェンダー」論の流れについて概観しつつ、「階層」分析の視角を本研究との関連において析
出する。他方、日本企業の男子熟練労働者を分析するために開発された「日本的雇用システム」論の
系譜を整理し、女子熟練労働者の分析に用いる理論的枠組みを提示している。 
第Ⅱ章では、日系電子メーカーにおける現地経営の一般的類型として、FTM社（カーオーディオ製
造、無錫）の事例分析が行われる。同社の特質としては低コスト製品の大量生産を主事業とし、高度
の熟練を必要としない分割セル生産が行われている点があげられる。女子労働者の存在形態につい
て、出稼労働者が多数を占め、雇用期間が短く、一つの技能のみを行う単能工であること、作業職が
女子に、管理職が男子により担われることが一般的な特徴である。近年賃金高騰や離職率上昇による
経営不振が深刻化している。 
第Ⅲ章では現地経営の成功事例として、PCE社（カーオーディオ製造、大連）のケースが取り上げ
られる。同社の特質としては高性能製品の多種少量生産が行われ、高度なセル生産（巡回方式と 1
人セル）が定着したということである。女子労働者の存在形態としては、都市出身かつ技術専門学校
卒の労働者と出稼労働者が混在し、女子本工労働者の場合は雇用期間が長く、多能工化や幅の広いキ
ャリア形成が制度化され、作業職から管理職･技術職への昇進の道が開かれていることが重要な特徴
である。ここでは日本大企業の男子正社員向けの雇用システムが現地の女子本工労働者に適用されて
いる。他方、下位の職務（単能工）を担当するのが出稼労働者であり、労働市場の二重構造の内部化
は本工労働者の雇用システムが存続しえる根拠であると論じられる。 
第Ⅳ章では二つの事務職場（上海と北京）の事例分析を通じて、専門職・管理職の女子正規労働者
の存在形態が分析される。両職場とも学歴が高く長期勤務志向が強い女子社員がコア人材として採用
されている。そして、人材の定着性を上げるため、長期雇用制度が導入されたほか、「総合能力」ベ
ースの管理職コースと「専門能力」ベースの専門職コースという性格の異なる二つの昇進システムが
構築された。前者は経験を重視するが、後者は専門能力に基づいて跳躍的昇進と破格の抜擢が可能で
あることが明らかにされている。 
終章は本論文の総括である。出稼労働者を供給源とする単能工の採用に依拠して輸出生産拠点を作
り上げてきた FTM社の方式は日系電子メーカーにおいてよくみられるパターンであるが、近年賃金高
騰にともなって大きく動揺している。それに対して、多能工の育成に依拠して高性能製品の生産を目
指す PCE社の方式が変化の方向性を示す上で注目される。「日本的雇用システム」が現地の女子本工
労働者に適用されたことは多能工化が定着しえる根拠であり、女子本工労働者の定着性を上げるうえ
で重要な役割を果たした。他方、本工労働者の熟練形成と安定雇用を支えているのは農村出稼労働者
の活用であることが指摘されている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
第一にアジア日系企業の女子労働研究においては女子熟練労働者の存在形態に関する実証的研究
はほとんど空白に近い状況である。本研究の最大の特徴は日本の代表的な電機メーカーを分析対象と
し、5年間（2008～2012年、計 4回）にわたる現地企業での詳細な調査に基づいて、現地経営の展開
過程に凝集される女子労働の変化の在り方を実証的に明らかにしたことである。成功事例の意義を浮
き彫りにするために、同一産業における一般的な類型との比較分析も射程に入れている。このことは
本論文の説得力を高めており、資料的な価値という面でも高く評価できる。 
第二に先行研究の批判的な検討を踏まえて、独自な方法論を構築したことが評価される。すなわち、
アジアの女子労働者の多くが不熟練労働の担い手でありながら、不安定雇用かつ低賃金を強いられた
という問題に分析の焦点をあてた「縁辺的労働」論の流れ、また「縁辺的労働」が存続し得た根拠を、
性差別を容認する社会システムの在り方に求める「ジェンダー」論の枠組みを批判的に摂取しつつ、
熟練と不熟練、正規雇用と非正規、女子と男子といったところに実体化された「階層構造」を多面的
に分析する視角を析出した。つぎに男子本工労働者を分析対象とする「日本的雇用システム」論と「熟
練」理論の枠組みを吸収しつつ、そこから女子熟練労働者の分析用具として適用できる方法を整理し
た。以上の作業を通じて、熟練形成と雇用システムと階層構造の諸相および三者の相互規定的な関係
を統一的に把握する分析枠組みの構築を試みた。 
第三に新しい事実の発見およびそれに基づくユニークな論点が導かれている。例えば、多能工化に
依拠する高度な作業方式の定着と「日本的雇用システム」の適用との関連付けの構造が明らかにされ
ている。具体的には PCE社の事例をあげると、同社は進出した当初、女子単能工による組立作業をベ
ースに、ローエンド製品の量産体制を維持していくことを現地経営の基本方針としていた。高学歴者
（技術専門学校卒）の離職率上昇が方針転換を迫る契機であった。高度の専門知識をもつ女子労働者
の定着性を上げるために、ハイエンド製品の生産と多能工化を推進し、作業職から管理職への昇進を
可能とする昇進システムと長期雇用制度を続々と導入した。労働者と管理者とが階層的に分断される
なか、階層間の壁を取り除くことは大きな変革であり、労働者の定着とモラルアップを確保しえる重
要な根拠であった。他方、本工・出稼労働者間の分断的な階層構造は本工労働者の雇用システムを支
える側面をもつが、階層関係の緊張ひいてはシステムの不安定性をもたらす要因でもあることが示唆
されている。 
もちろん、一部の分析の不十分さ、事例研究固有の限界もいくつか存在している。しかし全体とし
て判断すれば、本論文は、論理構成の的確さ、問題意識の明確さ、論点のユニークさ、実証的データ・
資料の豊富さにおいて、優れた論文であると評価できる。審査委員は、濱田英次氏に対して博士（創
造都市）の学位を授与するに値するとの結論を得た。 
 
